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俳
人
松
本
椿ち
ん

年ね
ん

（
本
名
松
本
傳
次
郎
）
は
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
七

月
に
静
岡
県
駿
東
郡
中
嶋
村
（
現
在
の
静
岡
県
駿
東
郡
小
山
町
中
島
）
の
旧
家

に
生
ま
れ
、
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
二
月
に
生
涯
を
閉
じ
た
地
方
俳
人

で
あ
る
。
十
歳
の
頃
か
ら
、
俳
句
の
宗
匠
で
も
あ
っ
た
父
親
か
ら
俳
号
と
俳
句

の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
そ
の
父
親
の
没
後
か
ら
最
晩
年
満
九
八
歳
で
生
涯
を
閉

じ
る
臨
終
ぎ
り
ぎ
り
の
所
ま
で
、ほ
ぼ
一
世
紀
に
亘
る
日
本
社
会
の
激
動
期
を
、

農
村
の
中
で
生
活
に
密
着
し
た
句
作
と
と
も
に
生
き
た
俳
人
で
あ
る
。
こ
の
俳

人
に
つ
い
て
、
宮
川
（
二
〇
一
六
）
は
、
年
譜
の
試
作
版
を
誕
生
か
ら
死
に
至

る
ま
で
の
個
人
史
を
判
明
し
て
い
る
出
来
事
か
ら
作
成
し
た
。
そ
の
手
法
と
し

て
、
単
に
俳
人
と
し
て
の
年
譜
を
作
成
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
構
成
す
る

た
め
に
も
、
も
っ
と
大
き
な
俳
人
の
生
涯
と
い
う
枠
組
で
、
俳
人
の
個
人
史
を

作
成
し
、
そ
の
中
か
ら
後
に
俳
人
と
し
て
の
年
譜
を
作
成
で
き
る
よ
う
な
方
向

で
の
資
料
収
集
と
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
（
生
涯
の
出
来
事
）
の
分
類
整
理
を
す
る

と
い
う
、
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
っ
た
。
こ
の
俳
人
の
作
風
は
、
単
な
る
想
像
や
言

葉
遊
び
の
手
法
で
俳
句
を
作
る
の
で
は
な
く
、
農
作
業
の
傍
ら
体
験
す
る
自
然

の
観
察
や
生
活
の
中
で
出
会
っ
た
出
来
事
や
感
動
を
、
そ
の
ま
ま
作
品
と
す
る

生
活
俳
句
が
本
領
で
あ
り
、
ま
た
「
習
作
期
」
と
「
投
句
休
止
期
」
と
名
付
け

た
時
代
を
除
き
、
月
刊
を
基
本
と
す
る
い
く
つ
か
の
俳
句
誌
に
ほ
ぼ
毎
号
の
よ

う
に
投
句
を
続
け
て
い
る
の
で
、俳
句
誌
が
現
存
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

作
品
の
発
表
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
考
え
ら
れ
た
。

　

こ
の
俳
人
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
宮
川
（
二
〇
一
七
）
は
こ
の
俳
人
の
生
涯

を
次
の
五
つ
の
時
期
に
区
分
し
た
。
一
、
誕
生
か
ら
俳
句
の
習
作
期
（
明
治

二
十
年
か
ら
大
正
末
期
頃
）、
二
、
俳
人
と
し
て
の
出
発
と
戦
前
の
俳
句
誌
へ

の
第
一
次
投
句
期
（
昭
和
初
期
か
ら
昭
和
十
五
年
頃
ま
で
）、
三
、
俳
句
誌
へ

の
投
句
休
止
期
（
昭
和
一
六
年
頃
か
ら
昭
和
二
十
二
年
頃
）、
四
、
俳
句
誌
へ

の
第
二
次
投
句
期
『
大
富
士
』『
み
づ
う
み
』
投
句
期
（
昭
和
二
十
三
年
頃
か

ら
昭
和
五
十
八
年
頃
）、
五
、
最
晩
年
終
焉
期
（
昭
和
五
十
九
年
頃
か
ら
昭
和

六
十
一
年
二
月
）
と
し
た
。
そ
の
う
ち
の
投
句
休
止
期
と
名
付
け
た
昭
和
一
六

年
頃
か
ら
昭
和
二
十
二
年
頃
ま
で
の
時
期
を
除
い
て
、
亡
く
な
る
直
前
ま
で
句

作
を
、
ま
た
俳
誌
へ
の
投
句
は
亡
く
な
る
前
々
年
の
昭
和
五
十
九
年
九
月

（
九
十
七
歳
）
頃
ま
で
続
け
た
俳
人
で
あ
る
。

　

宮
川
（
二
〇
一
八
）
で
は
、
昭
和
初
期
か
ら
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
の
俳
句
作

田
園 

俳
人
松
本
椿
年
の
生
涯
と
作
品
（
五
）

―
昭
和
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
（
前
期
高
齢
期
・
後
期
高
齢
期
）
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
作
品
補
足

―

宮
　
　
川
　
　
充
　
　
司＊



宮　川　充　司

一
八

品
を
分
析
し
、
そ
れ
か
ら
推
定
構
成
し
た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
か
ら
、
そ
の
期
間

の
個
人
史
を
作
成
し
た
。

　

昭
和
初
期
の
俳
句
作
品
と
し
て
、
加
納
野
梅
が
主
宰
の
俳
誌
『
新
草
』
の
創

刊
号
（
昭
和
四
年
五
月
）
か
ら
第
四
〇
号
（
昭
和
七
年
八
月
号
）
ま
で
の
掲
載

句
か
ら
選
句
編
集
し
、昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
刊
行
し
た
『
新
草
俳
句
集
』

（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
公
開
）
に
収
録
さ
れ
て

い
る
松
本
椿
年
三
十
四
句
の
う
ち
、
作
句
の
背
景
が
読
み
解
け
な
か
っ
た
い
く

つ
か
の
昭
和
初
期
作
品
の
推
定
解
読
を
行
っ
た
。
主
宰
の
加
納
野
梅
は
、
大
正

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
中
で
登
場
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
出
身
の
俳
人
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
た
の
で
、
他
誌
で
扱
わ
れ
な
い
作
風
の
句
も
投
句
さ
れ
て
い
た
。

　

昭
和
四
年
四
月
に
椿
年
の
母
校
静
岡
県
駿
東
郡
小
山
町
成
美
尋
常
高
等
小
学

校
に
、
渡
辺
水
巴
主
宰
の
俳
誌
『
曲
水
』
の
選
者
で
も
あ
っ
た
古
見
豆
人
（
本

名
古
見
一
夫
）
が
校
長
と
し
て
着
任
し
、
そ
の
推
薦
に
よ
り
、『
曲
水
』
の
同

人
と
な
っ
た
。
椿
年
の
『
曲
水
』
投
句
掲
載
は
、
第
十
四
巻
第
十
号
（
昭
和
四

年
七
月
号
）
か
ら
第
二
十
巻
第
一
号
（
昭
和
十
年
一
月
号
）
ま
で
で
あ
っ
た
。

　

古
見
豆
人
を
中
心
に
、
幼
な
じ
み
で
富
士
紡
績
小
山
工
場
に
勤
め
て
い
た
早

間
冬
青
子
や
坂
本
緑
村
ら
と
、
社
外
の
俳
人
湯
山
素
鷗
や
湯
山
逸
素
ら
を
加
え

て
、「
あ
ゆ
み
句
会
」
が
起
こ
さ
れ
た
。

  

俳
句
の
師
古
見
豆
人
が
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
四
月
に
静
岡
県
駿
東
郡
小

山
町
で
起
こ
し
た
あ
ゆ
み
吟
社
は
、
昭
和
六
年
一
月
に
は
大
富
士
吟
社
と
し
て

発
展
し
、
月
刊
俳
誌
『
大
富
士
』
の
刊
行
へ
と
発
展
し
た
。
ま
た
、
豆
人
が
昭

和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
四
月
に
東
京
世
田
谷
に
転
居
し
た
こ
と
に
よ
り
、
中

央
の
主
要
な
俳
誌
の
一
つ
と
な
っ
て
い
っ
た
。
一
方
で
豆
人
師
が
起
こ
し
た
小

山
の
句
会
は
豆
人
が
東
京
に
転
居
す
る
と
共
に
、
求
心
力
を
失
い
、
次
第
に
活

動
が
衰
退
し
て
い
っ
た
。
心
配
し
た
豆
人
が
翌
年
小
山
町
を
再
訪
し
、
椿
年
宅

を
訪
ね
た
の
は
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
二
月
八
日
。
こ
の
時
の
心
境
を
吟

じ
直
ち
に
『
大
富
士
』
第
九
巻
三
号
（
昭
和
十
四
年
四
月
号
）
に
投
句
し
た
の

が
、
い
か
に
も
椿
年
ら
し
い
次
の
句
で
あ
る
。

搾
乳
の
手
を
離
さ
れ
ず
御
慶
受
く

（『
大
富
士
』
第
九
巻
三
号　

昭
和
十
四
年
四
月
号　

三
九
頁
『
句
集

老
稚
』
九
頁
）

　

新
暦
で
二
月
と
い
っ
て
も
、
旧
暦
で
は
正
月
で
あ
っ
た
。
新
暦
旧
暦
に
こ
だ

わ
ら
ず
に
吟
ず
る
こ
と
を
、
椿
年
に
教
授
し
た
の
も
豆
人
師
で
あ
っ
た
。
乳
牛

の
乳
搾
り
は
、
始
め
た
ら
途
中
で
や
め
ら
れ
な
い
。
そ
ん
な
作
業
の
最
中
に
、

俳
句
の
師
で
あ
る
豆
人
が
尋
ね
て
き
た
が
、
大
し
た
も
て
な
し
も
で
き
な
い
う

ち
に
お
帰
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
来
訪
の
目
的
で
あ
っ
た
俳
句
活
動
の
再
開

促
進
も
、
時
勢
か
ら
ま
ま
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
複
雑
な
思
い
を
、
豆
人
師
の
訪

問
直
後
に
俳
誌
『
大
富
士
』
に
投
句
し
た
作
品
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
句
は
、『
つ
ば
き
句
集
』（
二
頁
）
に
も
、『
塔
創
刊
十
周
年
合
同
句
集

星
苑
』（
一
六
八
頁
）
に
も
『
句
集　

老
稚
』（
二
頁
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
『
大
富
士
』
へ
の
椿
年
の
投
句
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
り
戦
禍

が
拡
大
し
て
い
く
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
四
月
号
を
最
後
に
中
断
さ
れ
、

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
五
月
号
第
十
八
巻
五
号
か
ら
昭
和
二
十
四
年
十

月
号
第
十
九
巻
第
十
号
ま
で
一
時
再
投
稿
が
見
ら
れ
た
が
、
本
格
的
に
復
帰
し

た
の
は
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
七
月
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
昭
和
初
期
か
ら
戦
後
に
亘
る
椿
年
の
投
句
活
動
の
中
心
で
あ
っ
た
『
大

富
士
』
の
主
宰
古
見
豆
人
が
昭
和
三
十
三
年
十
一
月
二
十
二
日
に
急
逝
し
た
。

ま
た
、
豆
人
が
主
宰
し
て
い
た
『
大
富
士
』
は
主
宰
の
急
逝
に
よ
り
、
第

二
十
八
巻
第
十
一
号（
昭
和
三
十
三
年
十
一
月
号
）を
も
っ
て
廃
刊
と
な
っ
た
。

椿
年
が
俳
句
誌
の
世
界
に
復
帰
し
て
か
ら
、
わ
ず
か
五
年
の
歳
月
が
流
れ
た
と
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一
九

こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
の
椿
年
周
辺
に
起
こ
っ
た
様
々
な
出
来
事
は
、
昭
和

三
十
年
代
を
中
心
に
、
宮
川
（
二
〇
一
八
）
で
詳
述
し
た
。
そ
の
『
大
富
士
』

の
後
継
誌
と
し
て
、刊
行
さ
れ
た
の
が
小
笠
原
龍
人
主
宰
の
『
塔
』
で
あ
っ
た
。

椿
年
は
そ
の
年
の
内
に
、
同
人
参
加
し
た
。

  

古
見
豆
人
が
逝
去
し
た
翌
年
一
月
、古
見
一
夫（
豆
人
）が
静
岡
県
韮
山
町（
現

在
の
伊
豆
の
国
市
）
の
韮
山
尋
常
高
等
小
学
校
長
を
し
て
い
た
時
の
教
え
子
の

一
人
で
、
門
人
で
あ
っ
た
小
笠
原
龍
人
が
、『
大
富
士
』
の
後
継
誌
と
し
て
、

俳
誌
『
塔
』
を
創
刊
し
、
塔
俳
句
会
を
起
こ
し
た
（
小
笠
原
、
一
九
七
四
）。

俳
誌
『
塔
』
は
、
椿
年
の
遺
品
と
し
て
松
本
家
に
残
さ
れ
て
い
る
俳
句
誌
に
二

号
分
が
現
存
し
て
い
る
。
第
十
一
巻
第
十
一
号
（
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
号
）

と
第
二
十
五
巻
第
九
号
（
昭
和
五
十
八
年
九
月
号
）
の
二
号
で
あ
り
、
そ
の
俳

誌
へ
の
椿
年
の
投
句
状
況
は
判
然
と
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、俳
誌
『
塔
』
は
、

公
益
法
人
俳
人
協
会
が
運
営
す
る
俳
句
文
学
館
に
、
初
期
の
刊
行
巻
号
か
ら
、

多
く
の
巻
号
が
収
集
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
第
一
巻
第
十
号
（
昭
和
三
十
四
年
十

月
号
）
の
一
号
を
除
け
ば
、
比
較
的
継
続
的
に
収
集
さ
れ
て
い
る
の
は
、
第
五

巻
第
七
号
（
昭
和
三
十
八
年
七
月
号
）
以
降
の
巻
号
で
あ
り
、
し
か
も
か
な
り

の
欠
巻
欠
号
が
あ
る
。『
塔
』
の
所
蔵
館
と
し
て
、
埼
玉
県
立
熊
谷
図
書
館
埼

玉
資
料
室
が
、
多
く
の
巻
号
を
所
蔵
し
て
い
る
が
、
第
十
巻
第
一
号
（
昭
和

四
十
三
年
一
月
号
）
以
降
の
も
の
に
限
定
さ
れ
、
し
か
も
同
様
に
、
多
く
の
欠

号
が
あ
る
。
こ
の
二
館
の
所
蔵
す
る
巻
号
か
ら
、
椿
年
の
投
句
状
況
を
閲
覧
調

査
し
た
。
ま
ず
、
俳
句
文
学
館
所
蔵
の
第
一
巻
第
十
号
を
閲
覧
し
た
と
こ
ろ
、

椿
年
の
句
は
「
水
煙
集　

同
人
作
品
」
に
五
句
（
二
頁
）、「
塔
俳
句 

小
笠
原

龍
人
選
」
に
四
句
（
一
三
頁
）
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
第
一
巻
第
十
号
に
九
句
椿

年
の
掲
載
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、第
一
巻
の
何
号
か
ら
か
は
確
認
で
き
な
い
が
、

少
な
く
と
も
十
号
か
ら
は
か
な
り
継
続
的
に
投
句
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
推
定

で
き
た
。

　

椿
年
の
『
塔
』
へ
の
投
句
は
最
晩
年
の
昭
和
五
十
九
年
一
月
号
第
二
十
六
巻

第
一
号
（
通
巻
三
〇
〇
号
）
ま
で
続
き
、
最
も
継
続
的
な
投
句
期
間
が
長
い
俳

誌
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
俳
誌
『
塔
』
の
欠
号
分
を
補
完
す
る
刊
行
物
と
し
て
、
塔
俳
句
会
の

創
刊
十
周
年
を
記
念
し
た
『
塔
創
刊
十
周
年
記
念
合
同
句
集　

星
苑
』
が
昭
和

四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
に
出
版
さ
れ
て
お
り
、そ
の
一
六
八
―

一
六
九
頁
に
、

椿
年
の
代
表
句
が
五
十
句
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
句
は
い
ず
れ
も
昭
和

四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
に
刊
行
し
た
椿
年
の
処
女
句
集
『
句
集　

老
稚
』
に

採
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
句
集
の
選
句
の
大
き
な
基
板
に
な
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
が
、
半
数
の
二
十
四
句
は
過
去
の
掲
載
誌
の
投
句
で
あ
る
こ
と
が
特
定

で
き
た
が
、
残
り
半
数
は
特
定
で
き
な
い
の
で
、『
塔
』
欠
号
分
に
掲
載
さ
れ

た
句
か
こ
の
刊
行
物
の
た
め
の
新
作
句
で
あ
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。

　
『
大
富
士
』『
塔
』
と
と
も
に
、
椿
年
が
多
く
の
作
品
を
投
句
し
た
俳
誌
は
、

原
田
濱
人
が
主
宰
し
た
『
み
づ
う
み
』
で
あ
る
。
こ
の
俳
誌
ば
か
り
は
、
昭
和

三
十
六
年
五
月
号
（
第
二
五
六
号
）
か
ら
昭
和
五
十
八
年
十
一
月
号
（
第

五
二
六
号
）ま
で
か
な
り
の
巻
号
が
遺
品
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

こ
の
遺
品
も
多
く
の
欠
号
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
欠
号
に
つ
い
て
俳
句
文
学
館
所

蔵
の
閲
覧
調
査
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
欠
号
補
完
分
に
も
多
く
の
椿
年
の
掲

載
句
が
あ
る
。
さ
て
、
そ
の
『
み
づ
う
み
』
に
つ
い
て
も
、
昭
和
五
十
八
年

十
一
月
号
ま
で
の
閲
覧
収
集
作
業
を
行
っ
た
。

　

俳
誌
『
み
づ
う
み
』
へ
の
同
人
参
加
は
、
原
田
濱
人
の
門
人
で
も
あ
っ
た
湯

山
素
鷗
や
湯
山
逸
素
ら
の
奨
め
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
同
人
参

加
の
契
機
と
な
っ
た
出
来
事
と
し
て
、
昭
和
三
十
五
年
十
月
の
静
岡
県
小
山
町

と
山
梨
県
境
に
あ
る
篭
坂
峠
の
原
田
濱
人
句
碑
の
除
幕
式
が
あ
っ
た
。
こ
の
句

碑
建
立
の
委
員
長
は
湯
山
逸
素
で
あ
り
、
椿
年
も
こ
の
除
幕
式
に
参
加
し
て
い

た
と
推
定
で
き
る
。『
み
づ
う
み
』
第
三
二
三
号
掲
載
の
椿
年
本
人
が
書
き
残
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二
〇

し
た
エ
ッ
セ
イ
『
私
の
雅
号
』（
松
本
、一
九
六
六
）
や
、湯
山
逸
素
の
句
集
『
逸

素
句
集
』（
湯
山
、
一
九
六
九
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
逸
素
の
年
譜
か
ら
の
推

定
で
あ
る
。
椿
年
の
『
み
づ
う
み
』
へ
の
投
句
は
、
第
二
五
六
号
（
昭
和

三
十
六
年
五
月
号
）
か
ら
で
あ
り
、
昭
和
三
十
六
年
一
月
か
ら
の
同
人
参
加
で

あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
ま
た
、『
み
づ
う
み
』
へ
の
投
句
は
、
昭
和
五
十
八

年
十
一
月
の
第
五
二
六
号　

昭
和
五
十
八
年
十
一
月
号
の
竿
頭
欄
四
句（
四
頁
）

で
終
結
し
て
い
る
。『
塔
』と
並
び
、最
晩
年
ま
で
の
か
な
り
長
い
期
間
に
わ
た
っ

て
投
句
さ
れ
た
俳
誌
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
俳
誌
『
塔
』『
み
づ

う
み
』
二
誌
に
投
句
さ
れ
た
俳
句
作
品
か
ら
、
宮
川
（
二
〇
一
八
）
は
、
椿
年

の
昭
和
三
十
年
代
の
作
品
と
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
、宮
川
（
二
〇
一
九
）
で
は
、

昭
和
四
十
年
代
の
作
品
か
ら
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
推
定
、
個
人
史
を
作
成
し

た
。

　

昭
和
三
十
年
代
は
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
年
）
五
月
の
妻
す
み
と
の
死

別
か
ら
始
ま
り
、
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
年
）
十
一
月
の
俳
句
の
師
古
見

豆
人
の
急
逝
昭
、
和
三
十
九
年
一
月
孫
娘
京
子
の
婚
姻
、
三
月
の
俳
人
湯
山
素

鷗
の
死
、七
月
の
椿
年
の
喜
寿
の
祝
と
慶
弔
様
々
な
出
来
事
で
終
わ
っ
て
い
る
。

　

昭
和
四
十
年
代
は
、
昭
和
四
十
年
三
月
の
湯
山
素
鷗
の
一
周
期
追
善
句
会
、

同
年
九
月
嗣
子
辰
雄
の
病
死
と
い
う
更
に
悲
し
い
出
来
事
で
始
ま
っ
た
。
昭
和

四
十
九
年
三
月
、
孫
や
曽
孫
に
囲
ま
れ
、
平
穏
な
米
寿
の
祝
い
ま
で
の
幸
不
幸

様
々
な
出
来
事
に
遭
遇
し
、
そ
の
度
に
夥
し
い
作
品
生
ま
れ
て
い
っ
た
椿
年
後

期
高
齢
期
の
姿
を
俳
句
作
品
を
通
し
て
描
写
し
た
。

　

俳
人
と
し
て
の
松
本
椿
年
を
色
取
る
昭
和
四
十
年
代
の
出
来
事
は
、
昭
和

四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）『
句
集　

老
稚
』
の
刊
行
で
あ
る
。
こ
の
句
集
に
は
、

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
十
歳
頃
か
ら
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
頃

ま
で
の
大
凡
七
十
年
間
に
亘
る
七
百
四
十
八
句
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
句

集
の
元
に
な
っ
た
も
の
に
、
手
書
き
の
『
つ
ば
き
句
集
』
と
題
し
た
草
稿
本
が

椿
年
の
遺
品
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
田
園
俳
人
松
本
椿
年

の
生
涯
と
作
品
」
に
関
す
る
最
初
の
論
文
（
宮
川
、二
〇
一
六
）
で
報
告
し
た
。

こ
の
句
集
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
作
品
に
は
、
俳
誌
掲
載
句
に
つ
い
て
は
発
表
年

月
で
発
表
年
代
の
特
定
で
き
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
俳
誌
の
主
立
っ
た

所
蔵
館
で
の
欠
巻
欠
号
が
少
な
く
な
い
た
め
、
俳
誌
で
の
発
表
年
代
が
特
定
で

き
な
い
た
め
に
、
未
発
表
作
品
で
あ
る
か
否
か
は
未
だ
特
定
で
き
て
い
な
い
。

現
時
点
で
、
椿
年
が
投
句
し
た
と
考
え
ら
れ
る
俳
誌
の
所
蔵
巻
号
は
調
査
収
録

完
了
と
い
っ
て
も
よ
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
現
時
点
で
の
基
本
資
料
か
ら
、
椿

年
の
三
つ
の
句
集
草
稿
本
『
つ
ば
き
句
集
』、『
句
集　

老
稚
』、
昭
和
五
十
七

年
（
一
九
八
二
）
四
月
刊
行
の
『
第
二
句
集　

限
界
』
掲
載
句
の
発
表
年
代
を

特
定
す
る
作
業
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
試
み
と
し
て
、
選
句
執
筆

時
期
が
未
確
定
の
草
稿
本
『
つ
ば
き
句
集
』
に
つ
い
て
、
分
析
し
て
み
る
こ
と

と
し
た
。
特
に
こ
の
草
稿
本
は
、『
句
集　

老
稚
』
の
母
体
と
な
っ
た
未
刊
行

句
集
ま
た
は
『
句
集　

老
稚
』
の
草
稿
本
と
し
て
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

『
塔
』
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
号
か
ら
昭
和
三
十
五
年
二
月
号
ま

で
の
未
知
の
椿
年
俳
句

　

俳
誌
『
塔
』
を
も
っ
と
も
体
系
的
に
所
蔵
し
て
い
る
の
が
、
日
本
俳
句
文
学

館
で
あ
る
が
、
な
お
欠
巻
欠
号
が
多
く
、
あ
る
程
度
継
続
的
に
収
集
し
て
い
る

の
は
、
第
五
巻
第
七
号
昭
和
三
十
八
年
七
月
号
か
ら
で
あ
る
。
欠
巻
欠
号
の
一

部
は
埼
玉
県
立
熊
谷
図
書
館
所
蔵
の
も
の
で
補
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
で
も

第
五
巻
第
七
号
以
前
の
も
の
は
第
一
巻
第
十
号
（
昭
和
三
十
四
年
十
月
号
）
の

み
で
あ
っ
た
。
そ
の
号
に
椿
年
の
句
は
「
水
煙
集　

同
人
作
品
」（
二
頁
）
の

部
に
五
句
、「
塔
俳
句　

小
笠
原
龍
人
選
」（
一
三
頁
）
に
四
句
掲
載
さ
れ
て
い

た
。
日
本
の
古
本
屋
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、欠
号
を
探
し
て
見
た
と
こ
ろ
、
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二
一

偶
然
創
刊
号
を
見
つ
け
即
購
入
し
た
。
た
だ
し
、
小
笠
原
龍
人
が
余
程
急
い
で

創
刊
し
た
た
め
か
、
大
富
士
同
人
の
句
は
少
な
く
、
椿
年
や
周
辺
の
俳
人
の
掲

載
句
は
な
か
っ
た
（
宮
川
、
二
〇
一
七
）。
こ
の
創
刊
号
は
、
現
在
は
日
本
俳

句
文
学
館
に
寄
贈
し
、同
館
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
欠
号
の
補
完
に
、

古
書
店
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
の
探
索
購
入
は
一
つ
の
有
力
手
段
と
考
え
て
い

る
が
、
丁
度
前
稿
を
書
き
終
え
た
頃
、
日
本
俳
句
文
学
館
の
欠
号
と
な
っ
て
い

る
第
一
巻
十
一
号
（
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
号
）
〜
第
二
巻
第
二
号
（
昭
和

三
十
五
年
三
月
号
）
の
継
続
し
た
四
号
分
が
売
り
に
出
て
い
る
の
を
発
見
し
直

ち
に
購
入
し
た
。
こ
の
わ
ず
か
四
号
分
の
欠
号
入
手
で
あ
る
が
、
や
は
り
年
譜

の
上
で
重
要
な
出
来
事
で
あ
る
。

　

そ
の
第
一
巻
十
一
号
（
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
号
）
に
は
『
豆
人
先
生
一
周

忌
追
悼
号
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、「
特
集　

豆
人
先
生

の
思
い
出
」
欄
が
あ
り
、
九
人
の
同
人
が
エ
ッ
セ
イ
を
寄
せ
て
い
る
。
そ
の
中

に
、
二
つ
の
エ
ッ
セ
イ
に
椿
年
と
豆
人
と
の
関
係
で
注
目
す
べ
き
記
述
が
あ
っ

た
。
一
つ
は
、
椿
年
と
同
郷
同
年
齢
の
前
田
岳
人
の
「
句
碑
に
な
る
ま
で
」
と

い
う
記
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
五
月
二
十
三
日

に
除
幕
式
を
行
っ
た
足
柄
峠
豆
人
句
碑
建
立
の
い
き
さ
つ
を
書
い
た
も
の
で
あ

る
。
前
年
九
月
に
行
っ
た
足
柄
吟
行
の
帰
法
子
宅
句
会
の
時
、
豆
人
氏
と
椿
年

と
岳
人
の
三
人
が
話
し
合
っ
て
建
立
を
決
め
た
こ
と
。
除
幕
式
の
前
々
日
五
月

二
十
一
日
に
、
碑
石
と
諸
道
具
に
人
夫
、
小
野
虹
人
と
椿
年
・
岳
人
三
人
の
地

元
俳
人
が
ト
ラ
ッ
ク
に
同
乗
し
て
、
足
柄
峠
の
建
碑
場
所
に
向
か
っ
た
が
折
か

ら
の
雨
で
、
た
ど
り
着
く
だ
け
で
も
困
難
を
極
め
た
話
な
ど
が
、
詳
細
に
記
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
西
尾
雲
子
と
い
う
俳
人
の
「
虚
脱
の
淵
」
と
い
う
記
事
が

あ
り
、
そ
の
中
に
軍
隊
に
応
召
さ
れ
て
い
た
昭
和
二
十
年
に
、
毎
月
送
ら
れ
て

き
た
豆
人
師
の
俳
誌
『
松
籟
』（
当
時
『
大
富
士
』
は
そ
の
俳
誌
に
統
廃
合
さ

れ
て
い
た
）
が
、
そ
れ
が
ど
れ
だ
け
勇
気
づ
け
ら
れ
た
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う

こ
と
。
ま
た
、
敗
戦
後
の
昭
和
二
十
二
年
夏
、『
大
富
士
』
二
百
号
記
念
大
会

が
発
祥
の
地
小
山
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
目

に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
小
山
町
在
住
の
大
富
士
同

人
元
同
人
に
も
声
が
掛
け
ら
れ
、
椿
年
の
人
柄
か
ら
そ
れ
に
参
加
し
、
戦
後
の

豆
人
氏
と
の
再
会
と
な
っ
た
出
来
事
と
推
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
、椿
年
の
『
大
富
士
』
へ
の
復
帰
は
、翌
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）

五
月
の
第
十
八
巻
第
五
号
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
『
塔
』
第
一
巻
十
一
号
追
悼
号
「
水
煙
集　

同
人
作
品
」（
二
〇
頁
）
に
寄
せ

た
椿
年
の
句
は
、
次
の
五
句
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　

追
憶

と
ろ
ゝ
飯
亡
き
師
の
記
録
十
二
椀

亡
き
師
へ
の
追
憶
う
す
れ
獺
祭
忌

ス
テ
ッ
キ
に
よ
り
来
し
友
や
獺
祭
忌

 

（『
つ
ば
き
句
集
』
四
〇
頁　
『
句
集　

老
稚
』
一
八
四
頁
）

子
規
の
忌
や
小
康
を
得
て
句
座
尻
に

 

（『
つ
ば
き
句
集
』
四
〇
頁　
『
句
集　

老
稚
』
一
八
四
頁
）

糸
瓜
忌
や
師
の
記
憶
新
た
に
す

（『
塔
』
第
一
巻
十
一
号　

昭
和
三
十
四
年
十
一
月
号　

水
煙
集　

同
人
作

品　

二
〇
頁
）

　

こ
の
五
句
の
う
ち
第
一
句
、
第
二
句
第
三
句
第
五
句
は
豆
人
師
の
一
周
忌
に

合
わ
せ
た
追
悼
企
画
の
た
め
の
新
作
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
句
は
、
他
の
椿
年

句
の
資
料
で
は
見
当
た
ら
ず
、
こ
の
追
憶
の
み
で
の
投
句
で
あ
っ
た
。
田
園
俳

人
と
い
う
表
現
を
差
し
上
げ
て
い
る
椿
年
は
、
農
業
の
傍
ら
秋
に
な
る
と
山
に
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二
二

入
り
自
然
薯
を
採
っ
て
来
て
は
、
自
作
の
野
菜
等
と
同
様
に
、
手
土
産
に
持
参

し
人
を
喜
ば
せ
る
の
が
好
き
だ
っ
た
土
と
結
び
付
い
た
俳
人
で
あ
っ
た
。
こ
の

句
は
、
お
そ
ら
く
古
見
豆
人
師
が
小
山
に
尋
常
高
等
小
学
校
長
と
し
て
在
任
し

て
い
た
昭
和
四
年
四
月
〜
昭
和
十
三
年
三
月
の
間
、
湯
山
素
鷗
居
で
毎
月
豆
人

師
の
句
会
が
開
か
れ
て
い
た
こ
と
が
良
く
知
ら
れ
て
い
る
が
（
宮
川
、

二
〇
一
七
）、
こ
う
し
た
句
会
の
折
に
、
椿
年
が
山
で
採
っ
て
き
た
自
然
薯
を

と
ろ
ろ
飯
に
し
て
振
る
舞
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
を
大
層
豆
人
師
が
気
に
入

り
、
十
二
椀
に
も
及
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
の
を
、
思
い
出
の
句
と
し
て
示
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
句
か
ら
第
五
句
の
季
語
、
獺だ
つ

祭さ
い

忌き

と
糸
瓜
忌
は
、
い
ず
れ
も
、
明
治

三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
九
月
十
九
日
に
逝
去
し
た
正
岡
子
規
の
忌
日
、
子
規

忌
の
別
名
で
秋
の
季
語
と
な
っ
て
い
る
。
第
三
句
と
第
四
句
は
、
と
も
に
『
つ

ば
き
句
集
』
の
最
終
頁
（
四
〇
頁
）
に
記
さ
れ
、『
句
集　

老
稚
』
に
も
選
句

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、『
つ
ば
き
句
集
』は
和
綴
じ
の
草
稿
本
で
あ
る
た
め
、

頁
数
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
分
析
の
た
め
に
最
初
の
頁
を
一
頁
と
し
、
最

後
の
頁
を
四
〇
頁
と
し
て
記
載
す
る
こ
と
と
し
た
。
第
三
句
の
獺
祭
忌
の
日
に

「
ス
テ
ッ
キ
に
よ
り
來
し
友
」と
は
、誰
を
さ
し
て
い
る
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、

豆
人
師
と
年
齢
が
近
い
湯
山
素
鷗
と
考
え
る
と
こ
の
句
の
趣
が
よ
り
深
い
も
の

と
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
四
句
は
、『
塔
』
第
一
巻
第
十
一

号
『
豆
人
先
生
一
周
忌
追
悼
号
』
の
前
号
、「
塔
俳
句　

小
笠
原
龍
人
選
」
に

子
規
の
忌
を
糸
瓜
忌
で
置
き
換
え
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
句
で
あ
る
が
、
初
出
は

『
曲
水
』
第
十
五
巻
第
十
二
号
（
昭
和
五
年
十
二
月
号
）
で
、
豆
人
師
が
小
山

町
の
成
美
尋
常
高
等
小
学
校
に
校
長
と
し
て
着
任
し
た
翌
年
の
句
で
あ
る
の

で
、
更
に
思
い
出
深
い
句
の
改
作
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

遅
れ
來
て
子
規
忌
の
月
に
端
居
か
な

（『
曲
水
』
第
十
五
巻
第
十
二
号　

昭
和
五
年
十
二
月
号 

曲
水
句
帖

水
巴
選　

四
四
頁
）

糸
瓜
忌
や
小
康
を
得
て
句
座
尻
に 

（『
塔
』
第
一
巻
十
号　

昭
和
三
十
四
年
十
月
号　

塔
俳
句　

小
笠
原

龍
人
選
一
三
頁
）

糸
瓜
忌
や
小
康
を
得
て
句
座
尻
に

 

（『
つ
ば
き
句
集
』　

四
〇
頁　
『
句
集　

老
稚
』
一
八
四
頁
）

　

こ
の
よ
う
に
並
べ
て
み
る
と
、『
句
集　

老
稚
』
の
掲
載
句
は
、『
つ
ば
き
句

集
』『『
塔
』
第
一
巻
十
号
い
ず
れ
か
ら
か
は
、
判
然
と
し
な
い
。『
塔
』
第
一

巻
十
一
号
の
句
は
、
前
号
に
載
っ
た
。
そ
の
も
の
で
は
面
白
み
が
な
い
と
い
う

こ
と
か
ら
、「
子
規
の
忌
」
と
置
き
換
え
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
こ
の
小
康
と
い
う
こ
と
か
ら
そ
の
夏
に
椿
年
が
一
時
何
か
の
病
気
で
療

養
し
た
可
能
性
を
示
す
。

　
『
つ
ば
き
句
集
』
に
次
の
夏
の
退
院
の
句
が
あ
り
、『
句
集　

老
稚
』（
一
一
〇

頁
）
に
も
、「
セ
ル
と
と
な
り
軽
き
名
残
に
退
院
す
」
と
加
筆
し
て
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

セ
ル
と
な
り
て
か
ろ
き
名
残
に
退
院
す 

（『
つ
ば
き
句
集
』
二
五
頁
）

た
だ
、こ
の
セ
ル
の
句
は
作
風
か
ら
は
昭
和
初
期
の
よ
う
に
も
推
定
で
き
る
が
、

同
じ
よ
う
な
自
宅
療
養
の
句
が
『
塔
』
第
五
巻
第
十
号
（
昭
和
三
十
八
年
十
月

号
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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二
三

　
　

秋
涼
し

籐
椅
子
に
馴
れ
来
て
予
后
の
日
が
沈
む

全
快
の
顔
藤
椅
子
に
撮
ら
せ
け
り

（『
塔
』
第
五
巻
第
十
号　

昭
和
三
十
八
年
十
月
号  

水
煙
集　

同
人

作
品
六
頁
）

　

椿
年
の
末
娘
松
本
喜
美
子
氏
の
記
憶
に
よ
る
と
、「
父
は
極
め
て
丈
夫
な
人

で
、
病
気
で
ほ
と
ん
ど
入
院
し
た
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
証
言
が
あ
り
、
そ
れ

程
大
病
で
は
な
い
病
気
ま
た
は
足
の
怪
我
で
昭
和
五
年
頃
、
昭
和
三
十
四
年
、

昭
和
三
十
八
年
の
夏
頃
入
院
あ
る
い
は
自
宅
療
養
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
豆
人
師
が
小
山
に
在
住
時
の
子
規
忌
の
句
会
で
の
思

い
出
の
句
と
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
入
院
退
院
は
昭
和
五
年
少
な
く
と
も
十
四

年
ま
で
の
夏
で
、
そ
の
子
規
忌
の
句
会
は
同
年
九
月
と
推
定
す
る
の
が
合
理
性

が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
椿
年
の
家
族
で
存
命
し
て
い
る
最
年
長
は
末
子
喜
美

子
氏
で
あ
り
、
昭
和
五
年
は
三
歳
で
あ
っ
た
の
で
、
父
親
の
短
期
間
の
入
院
の

こ
と
が
記
憶
に
な
く
て
も
全
く
不
思
議
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
『
塔
』
第
一
巻
第
十
一
号
に
は
、
他
に
「
塔
俳
句　

小
笠
原
龍
人
選
」
に
四

句
（
二
八
頁
）
椿
年
の
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
他
、「
塔
例
会　

各
支
部
句
会

報
（
十
月
）
小
山
支
部
句
会
報
（
一
〇
・
一
一
）　

岳
人
居
」（
三
八
頁
）
と
い

う
欄
が
あ
り
、そ
の
頃
に
は
前
田
岳
人
が
句
会
の
場
所
を
提
供
す
る
か
た
ち
で
、

塔
小
山
支
部
句
会
と
い
う
こ
と
が
再
編
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
ち
な

み
に
、
椿
年
が
そ
の
十
月
十
一
日
の
句
会
で
吟
じ
た
句
は
、
次
の
二
句
で
あ
る

こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
第
二
句
は
、『
つ
ば
き
句
集
』（
三
〇
頁
）
に
も
そ

の
ま
ま
選
句
記
載
さ
れ
て
い
る
。

鵙
鳴
く
や
霧
霽
れ
上
る
括
り
桑

　
　

買
い
替
え
し
老
眼
鏡
や
涼
新
た

（『
塔
』
第
一
巻
第
十
一
号　

昭
和
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
号　

塔
例

会　

各
支
部
句
会
報
（
十
月
）
小
山
支
部
句
会
報
（
一
〇
・
一
一
）

　

岳
人
居　

三
八
頁 

）

　

な
お
、
こ
の
第
二
句
は
そ
の
ま
ま
『
塔
』
に
投
句
さ
れ
、
次
の
第
一
巻
第

十
二
号
「
水
煙
集　

同
人
作
品
」（
五
頁
）
に
投
句
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
句
は
『
句
集　

老
稚
』
に
も
加
筆
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

買
い
替
へ
し
眼
鏡
ぴ
つ
た
り
涼
新
た 

（『
句
集　

老
稚
』
一
五
七
頁
）

　
『
塔
』
第
一
巻
第
十
二
号
に
は
、
こ
れ
も
ま
た
、
い
か
に
も
椿
年
ら
し
い
と

い
え
る
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

雁
来
る
や
肥
桶
の
肩
替
え
て
立
つ

（『
塔
』
第
一
巻
第
十
二
号　

昭
和
三
十
四
年
十
二
月
号　

塔
俳
句　

小
笠
原
龍
人
選　

一
一
頁
）

　

ま
た
、
こ
の
句
は
前
田
岳
人
居
で
開
催
さ
れ
た
塔
支
部　

小
山
支
部
十
一
月

句
会
で
吟
じ
ら
れ
た
句
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
る（
同
巻
号
三
〇
頁
）。
さ
ら
に
、

こ
の
句
は
『
句
集　

老
稚
』（
一
九
三
頁
）
に
も
、
選
句
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
号
に
は
、
伊
東
支
部
で
豆
人
師
の
追
悼
句
会
が
開
催
さ
れ
た
こ

と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。「
一
如
院
富
嶽
豆
人
居
士
一
周
年
忌
追
悼
句
会　

十
一
月
十
七
日
於
晶
人
居　

伊
東
支
部
（
立
早
記
）」

　

前
号
掲
載
の
椿
年
の
と
ろ
ろ
飯
の
句
が
、
そ
の
追
悼
句
会
の
報
告
に
も
引
用
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二
四

さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
一
部
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
。
た
だ
し
、
椿
年
は
そ

の
追
悼
句
会
に
は
出
席
し
て
い
な
い
。

　
「
草
水
君
が
先
生
の
古
希
祝
賀
俳
句
大
会
の
時
に
撮
つ
た
写
真
を
引
伸
ば
し

て
壇
上
に
安
置
。
く
さ
ぐ
さ
の
供
物
。
何
れ
も
先
生
の
好
物
で
あ
る
。
嘗か
つ

て
句

会
に
も
出
た
事
の
あ
る
妙
隆
寺
の
上
人
を
頼
ん
で
お
経
を
上
げ
て
貰
う
。
上
人

も
お
供
物
や
頼
ん
で
置
い
た
お
位
牌
も
持
つ
て
来
て
呉
れ
る
。
お
焼
香
も
済
ん

で
か
ら
先
生
大
好
物
の
と
ろ
ゝ
飯
が
出
る
。椿
年
さ
ん
の
句
が
思
い
出
さ
れ
る
。

　

と
ろ
ゝ
飯
亡
き
師
の
記
録
十
二
椀　
　

椿
年

法
要
も
済
ん
で
追
悼
句
会
に
移
る
。」（『
塔
』
第
一
巻
第
十
二
号　

昭
和

三
十
四
年
十
二
月
号
三
二
―
三
三
頁
）

　

伊
東
市
は
、
豆
人
師
が
尋
常
高
等
小
学
校
の
訓
導
あ
る
い
は
校
長
と
し
て
在

職
し
て
い
た
期
間
が
長
く
、小
学
校
の
教
え
子
で
あ
り
、俳
句
の
弟
子
で
も
あ
っ

た
俳
誌
『
曲
水
』『
大
富
士
』
の
俳
人
を
多
く
育
て
た
地
区
で
も
あ
っ
た
。

　

な
お
、同
号
に
は
、同
年
十
一
月
二
十
二
日
に
東
京
池
上
の
池
上
曹
禅
寺
で
、

豆
人
先
生
一
周
忌
追
悼
俳
句
大
会
が
開
か
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が

（
三
三
―
三
五
頁
）、
そ
の
句
会
の
入
選
句
と
し
て
、
椿
年
の
二
句
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

豆
人
忌
の
廻
吟
に
追
わ
れ
蜜
柑
む
く　
　
　
　

椿
年

ぬ
か
づ
け
ば
師
の
掛
軸
に
忌
の
灯
冴
ゆ　
　
　

同

 

（『
塔
』
第
一
巻
第
十
二
号　

昭
和
三
十
四
年
十
二
月
号　

三
五
頁
）

　

翌
年
の
『
塔
』
第
二
巻
第
一
号
昭
和
三
十
五
年
1
月
号
「
水
煙
集　

同
人
作

品
」
に
は
、
正
月
号
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
竿
頭
に
椿
年
の
喪
の
句
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
句
は
、
お
そ
ら
く
豆
人
師
の
ご
葬
儀
の
頃
を
吟
じ
た
句

の
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
う
ち
、
第
三
句
は
「
塔
例
会　

各
支
部
句

会
報
（
十
・
十
一
・
十
二
月
）（
六
）
小
山
支
部
句
会
報
」（
二
三
頁
）
に
、
椿

年
が
（
十
一
月
例
会
は
前
号
で
報
告
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
十
二
月
例
会
は
そ
の

次
の
号
に
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
、
推
定
し
て
）
第
二
回
の
十
一
月
の
小
山
支

部
の
例
会
で
、
吟
じ
た
句
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

落
葉
ふ
わ
と
墓
の
茶
碗
に
来
て
吸
わ
る

香
煙
に
ま
つ
わ
る
風
や
落
葉
散
る

喪
主
の
足
袋
山
の
昃
を
踏
み
戻
る

（『
塔
』
第
二
巻
第
一
号　

昭
和
三
十
五
年
一
月
号　

水
煙
集　

同
人

作
品　

二
頁
）

　

な
お
、
小
山
支
部
の
十
二
月
の
句
会
で
吟
じ
ら
れ
た
も
う
一
句
は
、『
つ
ば

き
句
集
』（
三
三
頁
）
の
作
品
で
作
句
の
年
月
日
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
一
番

最
後
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
句
集　

老
稚
』（
二
五
一
頁
）
に
も
選
句
掲
載

さ
れ
て
い
る
句
で
あ
る
。

温ゆ

泉
煙
や
青
さ
残
し
て
芒
枯
る

　

偶
然
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
俳
誌
『
塔
』
の
四
冊
目
は
、『
塔
』
第
二

巻
第
二
号
で
あ
る
。
こ
の
号
の
掲
載
句
の
中
に
も
、
亡
く
な
っ
た
豆
人
師
を
偲

ば
せ
る
石
蕗
の
句
が
三
句
含
ま
れ
て
い
る
。
豆
人
師
の
命
日
を
花
石
蕗
忌
と
い

う
が
、
そ
の
石
蕗
の
花
の
句
は
「
水
煙
集　

同
人
作
品
」
五
句
中
二
句
、「
塔

俳
句　

小
笠
原
龍
人
選
」
四
句
中
二
句
が
石
蕗
の
句
で
あ
る
。
な
お
、
第
二
句

の
末
は
辷す
べ

る
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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二
五

石
蕗
の
花
薄
く
黄
の
昃
葉
の
上
に

石
蕗
の
雨
つ
や
つ
や
と
葉
を
辷
る

（『
塔
』
第
二
巻
第
二
号　

昭
和
三
十
五
年
二
月
号　

水
煙
集　

同
人

作
品　

六
頁
）

　

同
じ
く
、
同
号
「
塔
俳
句　

小
笠
原
龍
人
選
」
掲
載
四
句
中
の
二
句

石つ
わ

蕗ぶ
き

や
雨
の
庭
隅
昏
れ
残
る

石
蕗
の
花
日
射
し
一
筋
塀
の
穴

（『
塔
』
第
二
巻
第
二
号　

昭
和
三
十
五
年
二
月
号　

塔
俳
句　

小
笠

原
龍
人
選　

一
一
頁
）

　

こ
の
第
二
句
は
、『
句
集　

老
稚
』
に
選
句
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

石
蕗
の
黄
に
一
筋
日
ざ
し
塀
の
穴 

（『
句
集　

老
稚
』　

二
五
五
頁
）

『
つ
ば
き
句
集
』
の
執
筆
時
期
と
『
句
集　

老
稚
』

　
『
つ
ば
き
句
集
』
は
、
俳
誌
等
へ
の
未
発
表
作
品
が
多
く
、
作
風
や
内
容
か

ら
十
歳
頃
と
推
定
さ
れ
る
句
や
若
い
時
の
習
作
と
考
え
ら
れ
る
素
朴
な
句
も
少

な
く
な
い
。
未
発
表
あ
る
い
は
俳
誌
に
つ
い
て
は
公
的
な
図
書
館
所
蔵
の
欠
巻

欠
号
も
あ
る
が
、
現
時
点
で
収
集
可
能
な
俳
誌
へ
の
掲
載
句
の
収
集
は
ほ
ぼ
調

査
完
了
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
あ
る
。
数
年
に
亘
っ
た
資
料
収
集
作
業

で
あ
っ
た
。
あ
と
は
お
そ
ら
く
、
眠
っ
て
い
る
い
ず
れ
か
の
人
の
個
人
所
蔵
の

資
料
を
ど
れ
だ
け
見
つ
け
ら
れ
る
か
し
か
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
現
時
点
で
の
作

業
と
し
て
は
、
三
つ
の
椿
年
句
集
収
録
の
作
品
の
俳
誌
等
へ
掲
載
状
況
を
分
析

し
て
い
る
。
ま
ず
は
、『
つ
ば
き
句
集
』
の
作
品
に
つ
い
て
、『
句
集　

老
稚
』

の
選
句
掲
載
句
と
の
比
較
分
析
を
試
み
と
し
て
行
っ
た
結
果
を
、
表
一
と
し
て

示
す
。

　
『
つ
ば
き
句
集
』
に
は
、
重
複
記
載
二
句
を
除
き
、
二
百
七
十
八
句
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。『
句
集　

老
稚
』
は
七
百
四
十
八
句
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
そ

の
う
ち
『
つ
ば
き
句
集
』
に
記
載
の
あ
る
句
は
百
六
十
六
句
で
あ
り
、『
つ
ば

き
句
集
』
の
約
五
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
句
が
、『
句
集　

老
稚
』
に
収
録
さ
れ

て
い
る
。『
句
集　

老
稚
』
全
体
か
ら
す
れ
ば
、
約
二
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
占
め

る
に
過
ぎ
な
い
が
、
や
は
り
『
句
集　

老
稚
』
を
公
刊
す
る
際
に
、
こ
の
未
発

表
句
集
は
底
本
と
な
っ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　
『
つ
ば
き
句
集
』
の
作
品
を
、
も
う
少
し
詳
し
く
分
類
し
て
み
る
と
、
新
年

の
部
三
十
六
句
、
う
ち
三
句
が
『
句
集　

老
稚
』
に
選
句
さ
れ
て
い
る
。『
句

集　

老
稚
』
の
新
年
の
部
は
、
六
十
八
句
あ
る
の
で
、
約
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
意

外
に
少
な
い
。
春
の
部
で
は
『
つ
ば
き
句
集
』
六
十
八
句
の
う
ち
四
十
句

五
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
が『
句
集　

老
稚
』に
選
句
さ
れ
て
い
る
。『
句
集　

老
稚
』

の
春
の
部
は
百
六
十
二
句
で
あ
る
の
で
、約
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。『
つ

ば
き
句
集
』
夏
の
部
九
十
二
句
、
う
ち
五
十
四
句
が
『
句
集　

老
稚
』
に
選
句

さ
れ
、
約
五
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。『
句
集　

老
稚
』
の
夏
の
部

は
二
百
十
七
句
で
あ
る
の
で
、そ
の
約
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
が  『
つ
ば
き
句
集
』

の
句
で
あ
る
。

　
『
つ
ば
き
句
集
』
秋
の
部
六
十
七
句
、
う
ち
四
十
二
句
約
六
十
一
パ
ー
セ
ン

ト
が
が
つ
ば
き
句
集
に
選
句
さ
れ
て
い
る
。『
句
集　

老
稚
』
の
秋
の
部
は

百
八
十
二
句
あ
り
、
そ
の
約
二
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
た
だ
し
、『
つ

ば
き
句
集
』
起
源
の
夏
の
句
は
も
う
一
句
多
く
、
逆
に
秋
の
部
起
源
の
句
は
も

う
一
つ
多
い
。
そ
れ
は
、
通
常
は
、
季
語
が
異
な
れ
ば
別
の
句
と
な
る
が
、
一
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表
1　『

つ
ば
き
句
集
』
と
『
句
集
　
老
稚
』・
俳
誌
と
の
対
応

句
集
句
数

新
年

春
夏

秋
冬

掲
載
俳
誌
等

頁
つ
ば
き

老
稚

つ
ば
き

老
稚

つ
ば
き

老
稚

つ
ば
き

老
稚

つ
ば
き

老
稚

つ
ば
き

老
稚

曲
水

大
富
士

塔
塔
句
集
星
苑
み
づ
う
み

内
表
紙

1
1

1
1

1
7

6
7

3
2

7
6

7
1

1
：

 
＊2

1
＊う
ち

1句
は
曲
水
と
重
複

3
7

2
7

1
4

7
4

7
1

5
7

4
4

1
3

3
6

7
4

2
1

5
3

7
7

4
7

4
1

2
＊1

＊1句
は
大
富
士
と
重
複

8
7

3
7

3
9

7
2

7
2

1
10

7
6

5
5

2
1

3
＊1

＊1句
は
大
富
士
と
重
複

11
7

5
7

5
12

7
5

5
3

2
2

13
7

4
1

1
5

2
1

1
14

7
4

7
4

1
15

7
5

6
5

1
0

1
16

7
2

1
4

1
2

1
1

17
7

4
7

4
1

1
18

7
4

7
4

19
7

1
7

1
20

7
3

4
3

3
1

21
7

4
5

3
2

1
1

22
7

3
7

3
1

23
7

4
7

4
24

7
4

5
3

2
1

1
25

7
5

7
5

1
26

7
5

6
4

1
1

2
27

7
6

7
6

3
1

28
7

7
3

3
4

4
1

1
29

7
5

6
5

1
3

30
7

2
1

1
6

2
1

1
31

7
6

7
6

1
32

7
3

5
3

2
1

1
33

6
5

6
5

1
1句
再
出
に
つ
き
非
加
算

34
7

5
7

5
1

35
7

4
1

0
6

4
36

7
4

7
4

1
1

37
6

4
1

1
5

2
2

1句
再
出
に
つ
き
非
加
算

38
7

2
4

1
3

1
39

7
4

2
1

5
3

40
6

5
2

2
（

3） 
4
（

3） 
4

1
2

合
計

278
166

36
3

68
40

92
54

67
42

15
10

10
21

4
＊7

4
老
稚

748
68

162
217

182
119

＊う
ち

1句
は
曲
水
、

2句
は
大
富
士
と
重
複
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二
七

句
だ
け
特
殊
な
扱
い
の
句
が
存
在
し
て
い
る
。

大
花
野
富
士
の
夕
影
か
ふ
さ
り
来 

（『
つ
ば
き
句
集
』
三
十
六
頁
）

大
夏
野
夕
焼
け
の
富
士
か
ぶ
さ
り
来 

（『
句
集　

老
稚
』
百
七
十
二
頁
）

の
二
句
で
あ
る
。
秋
の
季
語
花
野
を
、
夏
の
季
語
夏
野
に
一
文
字
置
き
換
え
て

改
作
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、表
で
は
ご
く
単
純
に
秋
の
句
で
『
句
集　

老
稚
』

に
選
句
掲
載
と
な
っ
た
句
と
い
う
意
味
で
単
純
集
計
と
し
て
秋
の
句
の
ま
ま
数

値
に
移
項
さ
せ
て
あ
る
。
勿
論
、『
つ
ば
き
句
集
』
の
句
の
改
作
と
み
な
す
か

ど
う
か
の
議
論
の
余
地
は
残
さ
れ
て
い
る
。

　
『
つ
ば
き
句
集
』
の
冬
の
部
は
十
五
句
と
少
な
い
が
、
そ
の
う
ち
の
十
句
約

六
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
『
句
集　

老
稚
』
に
選
句
掲
載
さ
れ
て
い
る
。『
句
集

老
稚
』の
冬
の
部
は
一
一
九
句
と
な
り
、そ
の
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。

つ
ま
り
、
全
体
と
し
て
は
、『
つ
ば
き
句
集
』
の
収
録
句
は
『
句
集　

老
稚
』

の
約
四
分
の
一
程
度
を
占
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
、『
つ
ば
き
句
集
』
が

単
純
な
『
句
集　

老
稚
』
の
底
本
と
は
考
え
に
く
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。

　

次
に
、
収
録
さ
れ
て
い
る
作
品
を
俳
誌
掲
載
で
分
類
し
て
み
る
と
、
一
番
多

い
の
が
『
大
富
士
』
二
十
一
句
、
次
が
昭
和
初
期
に
豆
人
師
の
奨
め
で
投
句
を

し
た
『
曲
水
』
十
句
、『
塔
』
は
四
句
、『
み
づ
う
み
』
四
句
と
な
っ
て
い
る
。

『
塔
』
と
『
み
づ
う
み
』
の
作
品
は
、
作
句
時
期
と
投
句
時
期
が
ず
れ
る
場
合

や
以
前
の
作
品
の
使
い
回
し
と
考
え
ら
れ
る
例
も
珍
し
く
な
い
の
で
、
俳
誌
へ

の
掲
載
年
月
も
あ
ま
り
有
力
な
手
が
か
り
と
は
い
え
な
い
。
先
行
す
る
部
分
で

論
じ
た
こ
と
か
ら
、『
つ
ば
き
句
集
』
の
選
句
執
筆
は
豆
人
師
の
急
逝
と
一
周

忌
句
会
が
大
き
な
切
っ
掛
け
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
と
、
昭
和

三
十
五
年
か
ら
昭
和
三
十
八
年
頃
の
時
期
と
考
え
て
お
く
と
理
解
し
や
す
い
。

列
車
の
灯
夜
振
り
の
水
に
落
と
し
ゆ
く 

（『
つ
ば
き
句
集
』
二
七
頁
）

と
い
う
句
が
あ
る
が
、
こ
の
句
は
『
塔
』
第
五
巻
九
号
（
昭
和
三
十
八
年
九
月

号　

塔
俳
句　

小
笠
原
龍
人
選　

一
一
頁
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
句
の
改
作
と
考
え
ら
れ
る
句
が
、
同
じ
時
期
に
『
み
づ
う
み
』
第

二
百
八
十
四
号
（
昭
和
三
十
八
年
九
月
号
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

列
車
の
灯
夜
振
り
の
水
へ
落
と
し
す
ぐ

（『
み
づ
う
み
』
第
二
百
八
十
四
号
（
昭
和
三
十
八
年
九
月　

濱
人
選

七
頁
）

　

こ
れ
は
、
こ
の
時
期
の
新
作
と
考
え
る
か
、
そ
の
少
し
前
に
未
発
表
の
句
が

多
い
『
つ
ば
き
句
集
』
の
草
稿
を
ま
と
め
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
投
句
を
し
た
か

の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。『
つ
ば
き
句
集
』
の
句
の
う
ち
俳
誌
『
み
づ
う
み
』

の
掲
載
句
は
他
に
四
句
あ
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
も
昭
和
四
十
五
年
四
月
に
刊
行

し
た
『
句
集　

老
稚
』
の
収
録
句
で
あ
り
、
そ
の
原
稿
は
前
年
の
年
末
が
限
度

と
す
る
と
、
第
一
句
は
昭
和
四
十
四
年
の
正
月
以
前
の
句
で
な
い
と
こ
の
句
集

の
発
刊
に
間
に
合
わ
な
い
。

初
空
へ
光
り
揃
え
て
凍
て
こ
ず
え

 

（『
つ
ば
き
句
集
』
二
頁　
『
句
集　

老
稚
』
六
頁
）

 
（『
み
づ
う
み
』
三
百
六
十
号　

昭
和
四
十
五
年
正
月
号　

三
十
七
頁
）

括
桑
と
け
ば
陽
炎
ひ
ろ
が
れ
る

 

（『
つ
ば
き
句
集
』
九
頁　
『
句
集　

老
稚
』
四
〇
頁
）
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（『
み
づ
う
み
』
二
百
五
十
六
号　

昭
和
三
十
六
年
五
月
号　

十
二
頁
）

繭
の
蛾
の
羽
震
い
強
く
明
け
易
し

 

（『
つ
ば
き
句
集
』
一
七
頁　
『
句
集　

老
稚
』
八
七
頁
）

 
（『
み
づ
う
み
』
三
百
五
十
五
号　

昭
和
四
十
四
年
八
月
号　

二
十
二
頁
）

柿
挘
く
や
退
け
の
ボ
ー
鳴
る
工
場
町

 
（『
つ
ば
き
句
集
』
三
十
六
頁　
『
句
集　

老
稚
』
二
〇
七
頁
）

 

（『
み
づ
う
み
』
三
百
十
二
号　

昭
和
四
十
一
年
十
月
号　

一
六
頁
）

　

第
二
句
は
『
み
づ
う
み
』
へ
の
掲
載
が
昭
和
三
十
六
年
五
月
な
の
で
、
ま
さ

に
み
づ
う
み
俳
句
会
の
同
人
参
加
を
し
た
最
初
の
号
の
投
句
で
あ
る
の
で
、
そ

の
時
点
で
は
俳
誌
へ
の
未
発
表
句
と
考
え
て
お
い
た
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
作

句
は
前
年
昭
和
三
十
五
年
四
月
頃
の
新
作
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
の
作
で
あ
ろ

う
。
第
三
句
は
椿
年
が
養
蚕
を
し
て
い
た
の
は
い
つ
頃
ま
で
だ
っ
た
か
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
仮
に
新
作
と
す
る
な
ら
ば
昭
和
四
十
四
年
の
七
月
頃
と

な
り
、『
つ
ば
き
句
集
』
の
執
筆
が
そ
れ
以
降
と
な
り
『
句
集　

老
稚
』
の
編

集
の
時
期
と
重
な
る
。
そ
れ
で
は
出
版
の
た
め
の
作
業
が
か
な
り
厳
し
い
も
の

と
な
る
の
で
、
や
は
り
そ
れ
以
前
の
未
発
表
作
品
を
急
ぎ
『
み
づ
う
み
』
に
投

句
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
『
つ
ば
き
句
集
』
は
俳

誌
へ
の
未
投
稿
作
品
を
中
心
に
ま
と
め
た
句
集
と
考
え
る
べ
き
側
面
を
も
っ
て

い
る
の
で
、
少
な
く
と
も
か
な
り
前
の
作
品
で
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
第

四
句
は
、
作
風
と
内
容
か
ら
、
椿
年
自
身
が
富
士
紡
績
の
小
山
工
場
に
勤
め
て

い
た
昭
和
初
期
、
あ
る
い
は
同
社
を
退
職
し
た
昭
和
七
年
十
月
以
降
の
未
発
表

先
品
の
投
句
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
前
稿
で
も
ふ
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、『
句
集　

老
稚
』
の
掲
載
作
品

の
も
う
一
つ
の
基
盤
と
な
っ
た
も
の
は
、
昭
和
四
十
三
年
九
月
に
刊
行
さ
れ
た

『
塔
創
刊
十
周
年
記
念
合
同
句
集　

星
苑
』で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
こ
れ
は
、

俳
誌
『
塔
』
の
掲
載
句
を
回
顧
的
に
選
句
し
て
編
集
投
句
が
趣
旨
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
が
、
椿
年
の
句
は
五
十
句
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
俳
誌
の
性
格
が
『
大

富
士
』
の
後
継
誌
と
い
う
趣
旨
も
あ
り
、
発
表
誌
は
『
塔
』
だ
け
で
な
く
（
勿

論
、図
書
館
の
所
蔵
と
し
て
は
い
ま
だ
欠
巻
欠
号
が
多
い
）、『
大
富
士
』
や
『
曲

水
』
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
も
少
な
く
な
い
が
、掲
載
五
十
句
中
四
十
八
句
が
『
句

集　

老
稚
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
つ
ば
き
句
集
』
の
句
も
七
句
、
掲
載
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
逆
に
そ
れ
ら
の
作
品
が
昭
和
四
十
三
年
六
月
以
前
の
も

の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
つ
ば
き
句
集
』
が
編
集

さ
れ
始
め
た
の
は
昭
和
三
十
五
年
か
ら
昭
和
四
十
四
年
の
間
に
限
定
さ
れ
る

が
、
や
は
り
中
心
的
な
作
業
は
昭
和
三
十
五
年
か
ら
四
十
年
頃
ま
で
と
考
え
て

お
く
と
無
理
が
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
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様
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の
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盤
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ー
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と
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っ
て
い
る
。
同
じ
く
、
国
立
国
会

図
書
館
・
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本
近
代
文
学
館
・
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
・
俳
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・
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加
納
野
梅
編　

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
新
草
俳
句
集　

野
梅
吟
社
（
昭
和
七
年

十
二
月
発
行
『
新
草
』
創
刊
号
〜
昭
和
七
年
八
月
号
よ
り
選
句
掲
載
）

前
田
岳
人　

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
句
碑
に
な
る
ま
で
『
塔
』
第
一
巻
第

十
一
号　

昭
和
三
十
四
年
十
一
月
号　

九
―
一
〇
頁



田園俳人松本椿年の生涯と作品（五）

二
九

前
田
弥
一
（
岳
人
）
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
自
選　

岳
人
句
集　

私
家
版

松
本
椿
年　

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
各
地
句
座　

駿
河
小
山
あ
ゆ
み
句
會　

大
富

士
、
第
四
巻
第
十
一
号
、
一
九
頁

松
本
椿
年　

昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
私
の
雅
号
『
み
づ
う
み
』
第
三
二
三
号

昭
和
四
十
一
年
二
月
号　

二
〇
頁

松
本
傳
次
郎
（
椿
年
）
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
句
集　

老
稚　

私
家
版

松
本
傳
次
郎
（
椿
年
）
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
第
二
句
集　

限
界 　

私
家

版

宮
川
充
司　

二
〇
一
六　

田
園
俳
人
松
本
椿
年
の
生
涯
と
作
品
―
生
涯
発
達
心
理
学

の
観
点
か
ら
略
年
譜
の
試
作
―
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集　

第
四
十
七
号　

人
文
科
学
篇　

四
三
―
五
九
頁

宮
川
充
司　

二
〇
一
七　

田
園
俳
人
松
本
椿
年
の
生
涯
と
作
品
（
二
）
―
明
治
大
正

期
か
ら
終
戦
頃
ま
で
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
作
品
―
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論

集　

第
四
十
八
号　

人
文
科
学
篇　

二
三
―
四
〇
頁

宮
川
充
司　

二
〇
一
八　

田
園
俳
人
松
本
椿
年
の
生
涯
と
作
品
（
三
）
―
昭
和
初
期

か
ら
昭
和
四
十
年
頃　
（
高
齢
期
）
ま
で
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
作
品
―
椙
山

女
学
園
大
学
研
究
論
集　

第
四
十
九
号　

人
文
科
学
篇
、
二
一
―
三
六
頁

宮
川
充
司　

二
〇
一
九　

田
園
俳
人
松
本
椿
年
の
生
涯
と
作
品
（
四
）
―
昭
和
四
十

年
代
（
後
期
高
齢
期
）
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
作
品
―
椙
山
女
学
園
大
学
研
究

論
集　

第
五
〇
号　

人
文
科
学
篇
、
一
―
二
〇
頁

西
尾
雲
子　

昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
虚
脱
の
淵
『
塔
』
第
一
巻
第
十
一
号　
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和
三
十
四
年
十
一
月
号　

一
一
―
一
二
頁

小
笠
原
龍
人
編　

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
塔
創
刊
十
周
年
記
念
合
同
句
集　

星
苑　

塔
俳
句
会

小
笠
原
龍
人　

昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
句
集　

孤
灯　

塔
俳
句
会

湯
山
逸
素　

昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
逸
素
句
集　

私
家
版
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教
育
学
部　

子
ど
も
発
達
学
科




